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札幌市におけるふるさと納税の現状について
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要旨　ふるさと納税制度については，返礼品競争の過熱に注目が集まっている。その一方で

返礼品に頼らず多額の寄付を集めてきた自治体も存在する。本稿では，その事例として札幌

市の取り組みについてヒヤリング調査をおこなった。主要な結果は以下のようにまとめられ

る。第１に，札幌市の寄附集めには，札幌市を経由して市民団体への寄附をおこなうという

ユニークな仕組みが果たしてきた役割が大きい。第２に，円山動物園に対する寄附が多いこ

とから，支出目的を明確化すれば市民からの寄附が期待できることがわかった。ただし，近

年の返礼品競争の過熱は，札幌市のように返礼品に頼らず寄附を集めてきた自治体の努力を

無駄にするおそれがあるだろう。

キーワード　ふるさと納税制度，寄附税制，返礼品競争，札幌市，市民団体

原稿受理日　２０１６年９月２３日

Abstract Competition for the gifts given for the hometown tax has become a hot 

issue, and is receiving a lot of attention.　For a while, there exist some local governments 

that have been collecting a huge amounts of donations.　Sapporo City in Hokkaido 

is one of these governments.　 For that reason we surveyed the effort of Sapporo 

City through interviews.　The main results seem to be as follows: First, this unique 

structure, where a citizen can make donations to Sapporo City via groups of citizens, 

has played a significant role in collecting donations.　Second, judging from the fact 

that a large amount of donations have been made to Sapporo Maruyama Zoo, it be-

came clear that when the purpose of the expenditures is clarified, the city could ex-

pect citizens to make donations.　However, it seems that heated competition for the 

gifts could make such efforts made by local governments to collect donations without 

relying on giving gifts wasteful.

Key words hometown tax system, the tax system for donations, competition for 

the gift, Sapporo City, citizen group
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第１節　は　じ　め　に

ふるさと納税制度は，２００８年度から実施されたものだが，２０１５年度における制度の拡充

に伴い急速に寄附金額が増加している。総務省による「平成２８年度ふるさと納税現況調査

について（２０１６年６月１４日）」によると，２０１５年度の各自治体のふるさと納税制度による

寄附受入額の総額は，約１,６５３億円（対前年度比：約４.３倍），約７２６万件（同：約３.８倍）に

も達している。この急増の原因となったのは，２０１５年度に自己負担額の２,０００円を除いた全

額が控除の対象となる寄附金額の範囲が２倍となったとともに，各自治体が返礼品を充実

させてきたことが挙げられる�。２０１５年度の寄附金受入額が１位となった自治体は，宮崎

県都城市であり，４２億３,１００万円もの寄附を集めている。都城市は，宮崎牛を中心に様々な

特産品を提供している。前述した総務省の調査によると，２０１５年度において都城市は返礼

品の調達にかかる費用として３１億４,１７２万５,９１０円，返礼品の送付費用として３,０９８万６８０円を

支出している。調達費用と送付費用を含めた金額が寄附金額に占める比率で，還元率を求

めると７４.９９％となっている。これは多くの自治体が寄附に対して５０％程度の返礼品を用意

しているなかでは，高い還元率となっている。

このため，ふるさと納税制度については，返礼品競争の過熱に注目が集まっている。そ

の一方で返礼品に頼らず多額の寄付を集めてきた自治体も存在する。返礼品を送付してい

ないにもかかわらず多額の寄付を集めている事例としては，札幌市，横浜市，名古屋市な

どの政令指定都市が挙げられる�。そこで，本稿ではこれらの大都市の中で札幌市をとり

あげて，これまでどのような取り組みをおこなってきたかを明らかにする。

本稿の具体的な構成は以下の通りである。第２節では，札幌市のふるさと納税の現状を

統計資料にもとづきあきらかにする。第３節では，札幌市におけるふるさと納税制度につ

いて札幌市役所でのヒヤリング調査にもとづき詳しく紹介する。第４節では本稿での調査

結果をまとめるとともに，ふるさと納税のあり方について言及する。
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�　具体的には，個人住民税における特例分の控除額が所得割の１割だったものが２割に引き上げ

られた。

�　橋本・鈴木（２０１６）は，２０１３年度のふるさと納税の受入額のデータを使って，人口の多い大都

市において多くの寄附が寄せられていることを紹介している。これらの大都市での共通の特徴と

しては，返礼品目当ての寄附ではなく，市民による大口の寄付が多いことだとしている。札幌市

は５万円以上の寄附に感謝状のみを送付してきたが，２０１６年度から返礼品の送付を開始している。



第２節　札幌市のふるさと納税の現状について

表１は，北海道下の市町村におけるふるさと納税受入額上位１０団体の変遷をまとめたも

のだ。札幌市は，２０１１年度から２０１４年度までの期間については，北海道下の市町村のなか

では第１位から第３位までの範囲で安定的に多くの寄附を集めてきたことがわかる。とこ

ろが２０１５年度には上位１０団体の圏外に順位を下げ，第３８位となっている。札幌市の特徴は，

他の上位団体と違い，寄附の件数自体は少なく，大口の寄付が多いためにこれまで上位を

占めてきたことである。たとえば，２０１４年度の１件当たりの寄附金額は，１１７万９,６０５円と

なっている。２０１５年度における急降下の原因だが，札幌市自体の寄附件数は前年度が１７０件

だったものが２００件と伸びているものの，１件当たりの寄附金額が低下していること，他の

上位団体の寄附件数が急増していることが挙げられる。たとえば，２０１４年度には札幌市よ

り順位が低かった当別町は，７,４４４件から２０１５年度には３１,７０１件へと４倍以上増加している。

これらの２０１５年度における上位１０団体は，いずれも返礼品を送付している団体である。

そこで，これらの上位団体の返礼品還元率をみたものが表２である。この中で還元率が最

も高くなっているのは，古平町の６８.１％であり，最も低いのは浦臼町の２９.８％である。受

入額が１位の上士幌町の還元率は，３１.５％となっており，この中では最も低くなっている。

上士幌町は，北海道の中では早くから返礼品の送付を行っており，マスコミ等での紹介事

例も多く，還元率が低くても多くの寄附の受入に成功している�。
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表１　北海道下市町村におけるふるさと納税受入額上位１０団体の変遷　   （金額：千円）

２０１５年度２０１４年度２０１３年度２０１２年度２０１１年度

件数金　額件数金　額件数金　額件数金　額件数金　額

７５,１４１１,５３６,５５９上士幌町５３,７８３９５７,１６９上士幌町１３,２７８２４３,５０３上士幌町３６５１２１,５７２札幌市５４２６８,３１７網走市第１位

５６,６０７１,２９０,１０２根室市１１,２５５２３１,５４９えりも町１７７１３９,２４４札幌市１７４８３,７９３当別町２４７１００,３３０札幌市第２位

１６,０２９５９３,３１１網走市１７０２００,５３３札幌市１０１０１,３９２佐呂間町５３０,０８０標茶町１６３２３,２０９小樽市第３位

２４,８２１５３８,６２９えりも町１５,４６９１８９,４５２音更町８１０１,２２０浦臼町１５４２５,９７０帯広市５４２２,０５４羅臼町第４位

３１,７０１５２４,６９３当別町１２,１２９１２６,４３８当麻町１４８４７,４６０帯広市１６３２０,０５６夕張市１６２２１,０５８夕張市第５位

３０,８０５４７６,５２９増毛町１１,９００１２２,２６４栗山町３,４７２４５,００８むかわ町３４１６,４６９羅臼町２４１５,５２９芦別市第６位

３３,８３０３９１,１６６音更町９,６６０１１８,７１２増毛町８８４２,０７７芦別市９６９１５,９５９上士幌町１１２１５,０２５当別町第７位

２２,８８２３６６,５４０浦河町８,４９５１１８,３９４鹿追町３,６８３４０,３８５紋別市６１５,２７０北広島市２０１４,６００更別村第８位

２５,３８８３６０,８０５古平町７,４８０１１５,８１７むかわ町３,７９６３９,７７２当麻町５４１４,４２６網走市４５１２,７００根室市第９位

１５,３５１３５３,４０２浦臼町７,４４４１１４,５４６当別町８７２８,９８１洞爺湖町２１１３,３３０北見市１１１２,１９５白糠町第１０位

２００１０６,１００札幌市第３８位

出所：総務省「平成２８年度ふるさと納税現況調査について」２０１６年６月１４日より作成。

�　２０１５年度における上士幌町の返礼品のメニューは，町外居住者の１万円以上の寄付で肉 ３００g 

等，２
　

 万円以上で肉 ５００g 等，３
　

 万円以上で十勝牛セット等，５
　

 万円以上で十勝牛セット等，１０

万円以上で十勝牛５㎏（５万円相当），２０万円以上で子羊１頭，５０万円以上で熱気球係留（道内），

１００万円以上で熱気球係留（道外）であった。



図１は，２００８年度から２０１５年度にかけて札幌市のふるさと納税件数における市内・市外

分類を示したものだ。まず，件数については各年度について市内からの寄附が大多数を占

めていることがわかる。２０１０年度については，市内，市外ともに前年度よりも大きく件数

が減少している。これは，リーマンショックによる影響だと考えられる。また２０１１，２０１２
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表２　２０１５年度におけるふるさと納税受入額
上位１０団体の返礼品還元率　　

還元率ふるさと納税受入額

件　数金額（千円）

３１.５％７５,１４１１,５３６,５５９上士幌町

４４.４％５６,６０７１,２９０,１０２根室市

４８.７％１６,０２９５９３,３１１網走市

５１.５％２４,８２１５３８,６２９えりも町

４２.８％３１,７０１５２４,６９３当別町

４２.５％３０,８０５４７６,５２９増毛町

５５.８％３３,８３０３９１,１６６音更町

４７.５％２２,８８２３６６,５４０浦河町

６８.１％２５,３８８３６０,８０５古平町

２９.８％１５,３５１３５３,４０２浦臼町

出所：総務省「平成２８年度ふるさと納税現況調査
について」２０１６年６月１４日より作成。

出所：総務省「平成２８年度ふるさと納税現況調査について」２０１６年６月１４日より作成。

図１　札幌市のふるさと納税件数における市内・市外の分類



年度は件数が回復するものの，２０１３年度以降市内からの寄附が減少していることがわかる。

２０１５年度には市内，市外からの寄附件数が大きく減少している。これは，他の市町村での

ふるさと納税制度における返礼品の充実が，札幌市民の寄附を札幌市から他の市町村へと

振り向ける効果を与えたことによる可能性が考えられる。

図２は，２００８年度から２０１５年度にかけて札幌市のふるさと納税件数における市内・市外

分類を示したものだ。この図からは，２０１４年度までは，金額でみると市外からの比率が，

件数以上に低くなることがわかる。これは市民による寄附が大口寄付が多く，市外からの

寄附は小口の寄付であることを示すものだ。また，金額ベースでみると２０１３年度，２０１４年

度の数字は前年度を上回っている。これは件数の減少を１件当たりの寄附金額の上昇が上

回ったことを意味している。しかし，２０１５年度については市内からの寄附金額が大きく減

少していることがわかる。

図３は，札幌市における寄附金額，ふるさと納税額（個人）および，ふるさと納税件数

の推移を描いたものだ。ここでの寄附金額は，２００１年度から２００７年度までは，企業からの

寄附を含む，一般寄附の受入額であり，２００８年度以降はふるさと納税を含む，一般寄附の

金額となっている。この図の左の縦軸には金額が，右の縦軸には件数が採られている。こ

の図からは，ふるさと納税導入前から，札幌市は多くの一般寄附を受け入れてきたことが

札幌市におけるふるさと納税の現状について（鈴木・武者・橋本）
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出所：総務省「平成２８年度ふるさと納税現況調査について」２０１６年６月１４日より作成。

図２　札幌市のふるさと納税金額における市内・市外の分類



わかる。２００８年度以降は，ふるさと納税がはじまるが，寄附金の水準がほぼ横ばいになっ

ているのに対して，ふるさと納税は２０１０年度に大きな減少を見せていることがわかる。

２０１３年度については，ふるさと納税が増加しているのに対して，一般寄附の水準は減少し

ている。

表３は，人口，財政力指数，歳入決算総額などの札幌市財政における基礎的なデータを

まとめたものだ。人口については，日本全体の総人口が２００５年以降減少に転じるなかで，

増加傾向を継続している。これは，日本全国で都市部への人口流入が続いていることを反

映した動きだ。財政力指数は，２００１年度に０.６３だったものが２００９年度には０.７まで上昇し，

その後はほぼ横ばいとなっている。歳入決算総額は，２００１年度に８,３８０.７億円だったものが，

２００８年度には７,７３７.１億円まで減少するもの，その後は上昇傾向に転じ，２０１４年度には８,８６４.６

億円に達している。札幌市財政には，寄附金収入が一定の貢献をしている。その多くの部

分は，企業からの寄附である。たとえば２０１４年度については，寄附金総額は，６.４億円と

なっている。これは，２０１４年度の歳入決算総額の０.０７％となる。個人分の寄附であるふる

さと納税の受入額は２.０１億円であり，歳入決算総額の０.０２％にすぎない。札幌市財政に対

する貢献度としては，ふるさと納税はそれほど大きくないわけだ。
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備考：左縦軸は，対数目盛となっている。

出所：総務省「決算カード」，総務省資料より作成。

図３　寄附金額，ふるさと納税額（個人）および，ふるさと納税件数の推移



第３節　札幌市のふるさと納税制度について

以上でみてきたように，札幌市は２０１４年度までは北海道下の市町村の中でトップクラス

のふるさと納税による寄附を集めてきた。本稿ではこの要因を探るために，札幌市役所で

のヒヤリング調査をおこなった�。

札幌市におけるふるさと納税の現状について（鈴木・武者・橋本）
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表３　札幌市財政基礎データ

�/��/��/�

ふるさと納税受入
寄附金

（億円）
地方税

（億円）

歳入決算総額
（市町村財政）

（億円）財政力
指数

住民基本
台帳人口
（総数）
（万人）

住民基本
台帳人口

（日本人）
（万人）

１件あたり
（万円）

件数
金額

（億円）���

�/���

０.０７％３２.０８％５.８２,６８８.４８,３８０.７０.６３１８２.３０１８２.３０２００１年

０.０５％３２.５３％４.５２,６８２.２８,２４５.６０.６４１８３.７９１８３.７９２００２年

０.０５％３１.２５％３.８２,５８３.８８,２６９.００.６５１８４.９７１８４.９７２００３年

０.０５％３１.５０％４.０２,５８２.６８,１９９.７０.６６１８５.６４１８５.６４２００４年

０.１０％３２.３７％８.２２,６１１.２８,０６６.１０.６７１８６.９２１８６.９２２００５年

０.０８％３４.２０％６.２２,６５９.８７,７７７.５０.６７１８７.４４１８７.４４２００６年

０.１２％３６.６３％９.５２,８２３.８７,７０９.５０.６８１８８.０１１８８.０１２００７年

０.０５％０.１１％３６.４７％１０３３８５３.９８８.６２,８２１.５７,７３７.１０.６９１８８.４９１８８.４９２００８年

０.０６％０.１１％３３.１６％１１３４５５５.１４８.９２,７４７.９８,２８６.２０.７１８９.１５１８９.１５２００９年

０.００％０.０７％３２.６３％１３８８０.１１５.７２,７５０.８８,４３０.７０.６９１８９.７３１８９.７３２０１０年

０.０１％０.０７％３３.２０％４１２４７１.００５.６２,７７１.３８,３４８.１０.６９１９０.４３１９０.４３２０１１年

０.０１％０.１０％３２.４８％３３３６５１.２２８.５２,７３８.３８,４２９.６０.６９１９１.９７１９１.０６２０１２年

０.０２％０.０７％３２.８６％７９１７７１.３９５.７２,７９５.４８,５０８.２０.６９１９３.０５１９２.１１２０１３年

０.０２％０.０７％３２.３５％１１８１７０２.０１６.４２,８６７.８８,８６４.６０.７１９３.６０１９２.６３２０１４年

出所：総務省「市町村決算カード」各年版，総務省「平成２８年度ふるさと納税現況調査について」
２０１６年６月１４日より作成。

�　ヒヤリング調査は，２０１６年の８月９日に実施した。調査に協力いただいた札幌市役所総務局秘

書係長那須野裕一氏，同秘書係児島孝典氏に深く感謝したい。

表４　札幌市の寄附金の現状

２０１５年度２０１４年度２０１３年度

１件当たり（円）金 額（円）件数１件当たり（円）金 額（円）件数１件当たり（円）金 額（円）件数

５４,７１４３８３,０００７２３,１６７１３９,０００６５０,０００５０,０００１国際交流の推進

２００,０７５９６,８３６,０７２４８４３９０,６５１８９,８４９,６４９２３０３３７,２４９１０１,８４９,２８２３０２市民活動の促進（さぽーとほっと基金）

２５７,６１５３,３４９,０００１３３,６４９,６６７４３,７９６,０００１２７,０４３,８３４９８,６１３,６６９１４地域福祉の振興（地域福祉振興基金）

１３０,３７３２,８６８,１９８２２１２５,０２９２,７５０,６４２２２１４４,１０８３,０２６,２７５２１障がいのある方の支援

１５７,２９２１,７３０,２１８１１３,５８９,３００３５,８９３,０００１０９８８,３３３５,９３０,０００６特別奨学金に支給（特別奨学基金）

１１１,４５４２,５６３,４４９２３５２９,４５０１０,５８９,０００２０９７,８１８１,８５８,５４２１９災害遺児手当の支給（災害遺児基金）

２６,１８４２６１,８４２１０３７,１９３２９７,５４５８６３,５７０２,５４２,８１８４０都市緑化の推進

１０３,１９５１４,４４７,３６４１４０８２,１７４１０,６００,４７７１２９１９９,９７０２７,３９５,８６６１３７円山動物園の運営

１,６７３,１４３１１,７１２,０００７１,８７４,８４６２４,３７３,０００１３２,０５０,３２７１８,４５２,９４０９文化芸術活動の支援（文化芸術振興基金）

２,４３３,７０７６５,７１０,０９０２７２,９９８,４３２８３,９５６,１０１２８６７９,９０４１６,３１７,６９２２４奨学金の支給（奨学基金）

１,０９７,７６０２７,４４４,０００２５９,３２０,９９９２７０,３０８,９８５２９１,５０２,５００３０,０５０,０００２０その他

２９５,５８５２２７,３０５,２３１７６９１,１２９,２９７５７２,５５３,３９９５０７５１６,１６７３０６,０８７,０８４５９３合計

出所：札幌市ホームページ http://www.city.sapporo.jp/somu/kifu/situation/index.html（閲
覧日２０１６年７月３０日）より作成。



表４は，札幌市の項目別の寄附金受入額の現状をまとめものだ。札幌市では，ふるさと

納税においては，表に示したような項目を指定することができる。この表をみると件数，

金額ともに，市民活動の促進（さぽーとほっと基金）への寄附が大部分を占めていること

がわかる。たとえば，２０１５年度の寄附件数７６９件のうち，さぽーとほっと基金への寄附が

４８４件，寄附総額２億２,７３０万５,２３１円のうち，さぽーとほっと基金への寄附金額は９,６８３万

６,０７２円とほぼ半数を示している。２０１４年度と２０１５年度において金額面で，さぽーとほっと

基金についで寄附を多く集めているのが奨学金関連（奨学金と特別奨学金）である。２０１３

年度においては，地域福祉の振興（地域福祉振興基金）がさぽーとほっと基金にほぼ匹敵

する寄附を集めている。ただし，地域福祉振興基金に対する寄附件数は２０１３年度から２０１５

年度にかけて１２～１４件で推移しており，２０１３年度には地域福祉振興基金に対して大口の寄

付があったことが示唆される。件数ベースでみると，円山動物園の運営への寄附がさぽー

とほっと基金についで多いことがわかる。表では，２０１３年度の寄附件数は１３７件，２０１４年

度が１２９件，２０１５年度が１４０件となっている。そこで札幌市のヒヤリング調査では，さぽー

とほっと基金と円山動物園について中心的に取り扱うこととした。

�　さぽーとほっと基金について

さぽーとほっと基金とは，ふるさと納税を利用した寄附において，札幌のまちづくり活

動を支えている町内会・ボランティア団体・NPO 団体への寄附を選択できるというユニー

クな制度である。さぽーとほっと基金に登録している団体数は，２０１６年８月１５日時点では

４９４団体となっている�。さぽーとほっと基金に登録するためには，札幌市の審査をパスす

る必要がある。

札幌市によるとさぽーとほっと基金の助成金交付申請には，団体指定助成（非公募）と

分野・テーマ指定助成（公募）の２通りの方法があり，非公募については，原則，書類審

査のみとなっている。助成金の可否や交付金額を決定に関しては，担当課によるチェック

を経て，１０名で構成される札幌市市民まちづくり活動促進テーブルが審査をおこなう。さ

らに審査をおこなう専門部会は企業，大学准教授，ボランティア連絡協議会理事，公認会

計士，市民公募委員の５名で構成されている。公募型の申請に関しては，プレゼン審査も

行われる。さぽーとほっと基金の担当課によると，募集枠（助成金の予算）を超えている

場合等，申請内容やプレゼン審査の結果，不交付になった例があるとのことだ。たとえば，
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�　札幌市ホームページ，http://www.city.sapporo.jp/shimin/support/kikin/tourokudantai/ 

index.html（２０１６年８月３０日閲覧）による。



２０１５年度の公募では，１１５件の申請中，１１１件が採択，４
　

 件が不交付であった�。

表５は，さぽーとほっと基金の寄附実績をまとめたものだ。さぽーとほっと基金への寄

附には，「団体指定」，「分野指定」，「テーマ指定」，「冠指定」の４種類の方法がある。団

体指定とは，寄附先の団体を直接指定して寄附をおこなうものだ。テーマ指定とは，札幌

市が設定している活動テーマから寄附者が選んで寄附をすることができる制度である。現

在，「札幌市東日本大震災被災者支援活動基金」と「地域の絆・つながりをつくり，まち

を元気にする活動」の２テーマがある。分野指定では，保健，医療，福祉の増進，環境保

全など分野を指定するものだ。冠指定とは，個人５００万円以上，企業等５００万円以上の寄附

の場合に希望すれば，企業の名前等を時限的につけてくれるものだ。

これらのうち，団体指定での寄附が各年度において多くなっている。ただし，１件当た

りの寄附金額には低下傾向が見られる。２０１４年度から２０１５年度にかけては，団体指定での

寄附は１３４件から２５５件にほぼ倍増しているものの，１
　

 件当たりの寄附金額が低下している

ため，寄附金額自体はそれほど増加していない。

表６は，分野指定の内訳の推移をまとめたものだ。分野指定での寄附は，件数，金額と

もにそれほど多くなく，年度毎に変動が見られる。２０１５年度においては，件数が１６件，金

札幌市におけるふるさと納税の現状について（鈴木・武者・橋本）
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表５　さぽーとほっと基金の寄附実績

２０１１年度２０１０年度２００９年度２００８年度

（指定） １件当たり（円）金 額（円）件数１件当たり（円）金 額（円）件数１件当たり（円）金 額（円）件数１件当たり（円）金 額（円）件数

４１７,５１２３７,９９３,６１４９１６０６,７９９４９,７５７,５０９８２６２７,５９８３８,９１１,１００６２２６３,８８６３０,０８３,０００１１４団体指定

７１,０７３１,４２１,４６９２０１４３,８５３３,５９６,３２０２５９７,３７２４,０８９,６３８４２１２３,９７７２,１０７,６１５１７分野指定

４２７,７１９３８,９２２,４７１９１３,０００６,０００２３００,０００３００,０００１２,０００２,０００１テーマ指定

２,６０７,２８１７,８２１,８４３３３,１８８,１００９,５６４,３００３――――――冠指定

７７,４４３１,６２６,３０９２１６１,９０５１,６０９,５２３２６５２,６７２３,１６０,３３８６０２２３,５６７３,３５３,５００１５指定なし

――――――――――――後日指定

１件当たり（円）金 額（円）件数１件当たり（円）金 額（円）件数１件当たり（円）金 額（円）件数１件当たり（円）金 額（円）件数（寄付者）

１６７,５３５１１,０５７,３１５６６２２９,２８９８,７１３,０００３８２１０,６５４１６,００９,７２１７６１６６,６４３４,６６６,０００２８個人

５６０,０６１７６,７２８,３９１１３７７１５,６４９５５,８２０,６５２７８３４２,１５０３０,４５１,３５５８９２５９,４９７３０,８８０,１１５１１９企業・団体

２０１５年度２０１４年度２０１３年度２０１２年度

（指定） １件当たり（円）金 額（円）件数１件当たり（円）金 額（円）件数１件当たり（円）金 額（円）件数１件当たり（円）金 額（円）件数

１５８,２５５４０,３５４,９７３２５５２８５,６８１３８,２８１,２９８１３４４８５,０２４６９,８４３,４０７１４４３４７,８７８４４,１８０,４７１１２７団体指定

１３２,９７２２,１２７,５４８１６１０４,７２２２,６１８,０５８２５１４６,９８３４,２６２,５０６２９１９１,５２８４,５９６,６６５２４分野指定

２９,５４２１,１２２,５９２３８６９,４８４４,６５５,４０４６７１１３,７０９９,８９２,７１４８７８８,７９７７,６３６,５２０８６テーマ指定

２,０５４,８１２２８,７６７,３７４１４２,０５９,４８７２０,５９４,８６９１０９９３,２１８８,９３８,９６５９１１,４０１,６４１１０２,６１４,７６７９冠指定

５８２,７５６７,５７５,８３３１３１６３,６２１２０,７７９,８９７１２７９６,１３１５,６７１,７２７５９１２１,８９２１,４６２,７００１２指定なし

４,６６６,６６７１４,０００,０００３１,３３３,６０２４,０００,８０６３１,０５０,６６７３,１５２,０００３―――後日指定

１件当たり（円）金 額（円）件数１件当たり（円）金 額（円）件数１件当たり（円）金 額（円）件数１件当たり（円）金 額（円）件数（寄付者）

２７７,５７６２８,０３５,２００１０１４６０,９９９３９,６４５,９３０８６２４３,５８６１８,５１２,５００７６５９９,８７９４７,３９０,４２０７９個人

２９０,３６６６５,９１３,１２０２２７２１１,０４７５１,２８４,４０２２４３３８０,１３２８３,２４８,８１９２１９７４４,０８４１１３,１００,７０３１５２企業・団体

出所： 札幌市 HP（http://www.city.sapporo.jp/shimin/support/kikin/situation/index.html 
閲覧日２０１６年７月３０日）より作成。

�　さぽーとほっと基金での審査の詳細については，札幌市市民活動促進担当課市民活動促進担当

係長　藤崎賢治氏にご教示いただいた。



額が２１２万７,５４８円となっている。

テーマ指定での寄附は，２０１０年度まではほとんど行われていなかった。表７は，テーマ

指定の変遷をまとめたものだ。２０１１年度には，被災地活動型と市内活動型のさまざまなメ

ニューに対して助成がおこなわれている。２０１２年度には，被災地活動型よりも市内活動型

の合計額が大きく増加している。２０１３年度以降は市内活動型の合計額には減少傾向が見ら

れる。被災地活動型の合計額は，２０１３年度までは増加しているが，２０１４年度には減少に転

じている。

表８は，冠基金の推移をまとめたものだ。恒栄工業は札幌市にある水道，冷房・暖房の

取り付け会社である。工藤桂一まるやま動物園応援基金は，故人の遺贈によって設立され

た基金である�。メモリアル基金「ひまわり」は，障害者自立支援施設職員の木村弘宣氏

が入居者に刺殺された後で，故人の意思を無駄にしたくないという遺族が５００万円を寄附
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表６　分野指定の内訳

２０１１年度２０１０年度２００９年度２００８年度
分　野　指　定

１件当たり（円）金額（円）件数１件当たり（円）金額（円）件数１件当たり（円）金額（円）件数１件当たり（円）金額（円）件数

３００,０００３００,０００１５２５,７５０２,１０３,０００４９８,４８５１,０８３,３４０１１―１,８３４,０００―保健，医療，福祉の増進

１００,０００１００,０００１３,７２８３,７２８１―１００,０００―社会教育の推進

７５,５１２３０２,０４６４７３,８８５４４３,３０８６５４,７３５２７３,６７４５―５１,０００―文化，芸術，スポーツの振興

５７,２２７３４３,３６１６１,９０４５,７１２３２１４,３７８１,５００,６４６７―２１,６１５―環境の保全

１３,２５０５３,０００４―３１,０００―地域安全

１,３３３４,０００３―２０,０００―人権擁護，平和の推進

２１７,４００２１７,４００１３８,５００２３１,０００６１７２,８３３１,０３７,０００６―５０,０００―子どもの健全育成

６５,０００１３０,０００２２３３,４３３７００,３００３２５０２５０１まちづくりの推進

３,０００３,０００１１１,０００２２,０００２男女共同参画社会形成の促進

１００,０００１００,０００１５６,０００１１２,０００２職業能力開発・雇用機会拡充

３,２５５６,５１０２１０,０００１０,０００１経済活動の活性化

１１,６２０１１,６２０１災害救助

５,２６６１０,５３２２国際協力

農村漁村又は中山間地域の振興

観光の振興

２０１５年度２０１４年度２０１３年度２０１２年度
分　野　指　定

１件当たり（円）金額（円）件数１件当たり（円）金額（円）件数１件当たり（円）金額（円）件数１件当たり（円）金額（円）件数

８１,７５１８１,７５１１３１,５６８６３,１３６２１４７,６８９５９０,７５７４３４１,８７６１,０２５,６２９３保健，医療，福祉の増進

１００,０００１００,０００１１００,０００１００,０００１社会教育の推進

８８,８３０３５４,５２０４７８,４０１３１３,６０４４１０１,０００４０４,０００４１５１,０００３０２,０００２文化，芸術，スポーツの振興

４７,０００４７,０００１９６,１９５３８４,７８１４７３,８２０３６９,１００５１９１,５２７１,３４０,６８９７環境の保全

５２５,０００１,０５０,０００２地域安全

人権擁護，平和の推進

２９９,１７５１,１９６,７００４２４７,８８４１,４８７,３０２６３０９,５２０２,４７６,１６３８１７６,６６７５３０,０００３子どもの健全育成

８５,２６９３４１,０７７４４３,０３９２５８,２３５６５２,０８１３１２,４８６６４１,３９１２４８,３４７６まちづくりの推進

男女共同参画社会形成の促進

職業能力開発・雇用機会拡充

経済活動の活性化

災害救助

国際協力

１０,０００１０,０００１農村漁村又は中山間地域の振興

５３,２５０１０６,５００２３７,０００１１１,０００３観光の振興

出所：札幌市ホームページ「寄付・助成状況」URL：http://www.city.sapporo.jp/shimin/support 
/kikin/situation/index.html（閲覧日：２０１６年８月３０日）から各年度データリンク先より作成。

�　詳細は，http://www.city.sapporo.jp/zoo/topics/topics２-６４３.html（閲覧日：２０１６年８月

２４日）を参照されたい。
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表７　テーマ指定の変遷

２０１４年度２０１３年度２０１２年度２０１１年度

助成額（円）事業内容助成額（円）事業内容助成額（円）事業内容助成額（円）事業内容

１,２００,０００
被災自治体への「情報提供」
および「図書施設の整備支
援」事業

４６０,１６０

被災地における被災者健康
促進事業（仮設住宅等にお
ける「健康棒楽々マッサー
ジ」実施）

９０７,９１１
被災地医療機関への医師派
遣と気仙沼市の仮設住宅で
の健康相談等の支援

１,０００,０００
東日本大震災支援ブック
シェアリング推進事業

６００,０００
被災地の復興支援事業「植
樹」と被災者の自立及び受
け入れを探る

１,１９０,９９７
国際交流プログラムの実施
を通した国際的な人材育成
等事業

１,０００,０００
宮古人形劇場運営による被
災地の子ども支援事業

８００,０００
釜石・復興のオアシスプロ
ジェクト～計画編～

１,２００,０００
気仙沼，石巻の仮設住宅住
民への健康相談等の支援

１,２３９,８４０
被災地医療機関への医師派
遣と気仙沼市の仮設住宅で
の健康相談等の支援

１,５００,０００
陸前高田市に図書館を贈ろ
う～震災で壊滅した社会教
育施設の復興支援

７００,０００
各団体間のネットワーク構
築による被災地での共同支
援活動

３,０００,０００（被災者活動型）合計額１,１００,０００
被災自治体における図書施
設の整備支援および情報発
信事業

１,６７９,３７４
被災地における被災者健康
促進事業

１,２００,０００
気仙沼市の仮設住宅，在宅
の健康相談とコミュニティ
づくり支援

１,０００,０００
～親子で過ごす夏休み in 
北海道～

４００,０００

札幌から被災地に和楽器等・
ア フ リ カ ン パーカッショ
ン・ギターそして歌による
音楽を届け，絆と共感を深
めるプロジェクト

５,０６７,２８５（被災地活動型）合計額８００,０００
被災地高齢者の身体機能改
善のためのふまねっとボラ
ンティアシャトル派遣事業

３５０,０００

被災者と市民が共同で運営
する被災地と他移動を繋ぐ
花火大会開催の為の事前交
流イベントの開催

９１３,８７３
仮設住宅住民を対象とした
健康づくり指導者養成とス
キルアップ研修事業

１５０,０００
被災者,被災地,札幌市民の
情報拠点，むすびば受付の
活動

４,５００,０００（被災地活動型）合計額

１,３５０,０００（市内活動型）合計額５,３０４,８７０（被災者活動型）合計額３５０,０００
夏休み親子サマーキャンプ
事業

４６５,０００
被災者団体組織による地域
と連携した自立支援事業

１,６４５,１８４「うけいれ隊」活動５００,０００手記発刊事業５００,０００
札幌市内の被災者を支援す
る「うけいれ隊」活動

７５７,０００

被災者自身による聞き取り
と，安心した語れる場づく
りを重視した『語り場』事
業

１,３２８,９９７
互助と自立を目的とした避
難者団体の組織力強化

５００,０００
「北の大地ですごす夏休み
～みどりの風に吹かれてみ
ようよ」

５００,０００
福島の子どもたちの保養受
け入れ事業

５００,０００
福島在住障害児・者と親子
を対象とした札幌市での保
養プログラム

１,０００,０００
放射能のない夏休みを～親
子でサマーキャンプ in 札幌

１００,０００森の時間８００,０００
札幌市内の被災者を支援す
る「うけいれ隊」活動

６６０,０００
被災地スポーツ少年団との
交流事業

６００,０００
被災者の子どもたちによる
影絵人形劇上演事業

５００,０００
おもいっきり夏休み in 北海
道２０１２，自然体験学校

６４０,０００
支援者と被災者および支援
者間をつなぐ相談・コー
ディネート・情報発信事業

３００,０００札幌でリフレッシュ保養９６６,０００
雪の北海道体験プログラム

「コアックマと雪像作りを体
験しよう！」

４００,０００
避難被災者による自立支援
団体の継続運営

３,９０２,１８４（市内活動型）合計額６５６,４００
被災者の心のケアと，被災
体験の継承・広報を目的と
する『語り場』事業

３００,０００
一時避難施設の運営および
避難被災者向け就職支援事
業

５００,０００
親子で過ごす北海道春休み
キャンプ

３００,０００
～親子で過ごす夏休み in 
北海道

１,１００,０００
被災地からの一時避難，一
時保養の受け入れ活動

４,９６５,０００（市内活動型）合計額

７,３５１,３９７（市内活動型）合計額

出所：札幌市ホームページ http://www.city.sapporo.jp/shimin/support/kikin/shien.html# 
hisaichikatsudougata（閲覧日：２０１６年８月３０日）より作成。

表８　冠基金の推移

２０１５年度２０１４年度２０１３年度
冠　　基　　金

１件当たり（円）金額（円）件数１件当たり（円）金額（円）件数１件当たり（円）金額（円）件数

１６６,８４４６６７,３７４４３９８,７１７１,５９４,８６９４１,５４５,１９６４,６３５,５８７３イオン環境基金

１,０００,０００１,０００,０００１１,０００,０００１,０００,０００１１,０００,０００１,０００,０００１
恒栄工業　文化・芸術・スポーツ振興
基金

５７５,８４５２,３０３,３７８４小金湯桜の森支援基金

１,０００,０００１,０００,０００１丹波屋福祉基金

７,０６６７,０６６１工藤桂一まるやま動物園応接基金

５,０００,０００５,０００,０００１１０,０００,０００１０,０００,０００１オークまちづくり元気基金

１００,０００１００,０００１５,０００,０００５,０００,０００１木村弘宣　メモリアル基金「ひまわり」

１０,０００,０００１０,０００,０００１１,０００,０００１,０００,０００１明日佳グループスポーツ振興基金

１,０００,０００１,０００,０００１
札幌市管工事業協同組合あんしん
環境基金

５,０００,０００５,０００,０００１CGC こども基金

５００,０００２,０００,０００４
北海道ロードメンテナンスグループま
ちづくり応援基金

出所：札幌市ホームページ「寄付・助成状況」（http://www.city.sapporo.jp/shimin/support/kikin/ 
situation/index.html（２０１６年８月３０日閲覧）より作成。



したことから始まった�。対象は保健・医療，福祉関連事業となっている。

以上のような，さぽーとほっと基金の仕組みは，市民団体等にとって魅力的な制度と

なっている。認定 NPO 法人等への寄附は，税制上の優遇措置を受けることができるもの

の，ふるさと納税制度に比べると優遇の度合いは小さい。表９は，ふるさと納税制度と認

定 NPO 法人等への寄付金税制の違いをまとめたものだ。認定 NPO 法人への寄附は，国

税については，所得控除方式と税額控除方式のどちらか有利な方を選択することができる。

所得控除方式では２,０００円を超える部分が寄附金控除として所得控除される。所得控除とは

累進税率表を適用する対象となる課税所得から差し引くものであり，所得控除による節税

割合は，所得控除額に寄附者が直面している限界税率を乗じたものとなる。税額控除方式

は，２,０００円を超える寄附額の４０％を所得税額から差し引くものだ。したがって，２０１６年現

在，最高税率４５％が適用されている一部の高所得者を除けば，税額控除方式を利用したほ

うが節税額は大きくなる。

地方税については，認定 NPO 法人等に対する寄附金のうち条例で指定されている寄附

金や，NPO 法人のうち住民の福祉の増進に寄与する寄附金として条例で個別に指定され

ている寄附金の場合には，国税に加えて，地方税である個人住民税にも寄附金控除が認め

られる。地方税の場合には税額控除方式となり，都道府県，市町村に対する寄附は，それ

ぞれ４％，６
　

 ％が２,０００円を超える寄附額に乗じられて，住民税額から差し引かれることに

なる。都道府県と市区町村の双方が条例で指定した寄附金の場合は１０％となる。なお，国

税については，寄附金税制が適用されるのは所得の４０％，地方税については所得の３０％と

なっている。このため，ほとんどの納税者にとっては，認定 NPO 法人に対する寄附は，

２,０００円を超える部分の５０％が還付される。

一方，ふるさと納税制度のもとでは，国税部分は認定 NPO 法人に対する寄附の所得控

除方式と同じ制度が適用される。地方税については，基本分と特例分の控除が適用される。

基本分としては，２,０００円を超える寄附金に対して１０％の税額控除が適用される。特例分

は，２,０００円を超える寄附金額に，１００％から住民税の基本分の税率１０％と各納税者の課税

所得に応じた所得税に適用される限界税率を差し引いた割合を乗じることで計算される。

つまり，所得税における還付額が各納税者の収入によって異なるものを，個人住民税の特

例分で調整し，ある一定程度の寄附までは２,０００円を超える金額がすべて，所得税と個人住

民税を通じて還付される仕組みとなっているわけだ。たとえば寄附金額が３万円のケース

第１４巻　第２号
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�　 https://www.city.sapporo.jp/shimin/support/kikin/kanmuri/documents/１３kimura 

hironobu.pdf（閲覧日：２０１６年８月２４日）参照。



では，所得税で５,６００円が還付され，個人住民税が基本分として２,８００円，特例分として１

万９,６００円が還付されることになる。

ふるさと納税制度のもとで２,０００円の自己負担で寄附が可能な金額は，年収によって変

わってくる。これは税額の還付が納めた税額の一定範囲内に限定されているからだ。要す

るに所得が低く，税を負担していない人には還付すべき税が存在しないため，ふるさと納

税制度を利用して節税することが不可能となっているわけだ。前述した２０１５年からのふる

さと納税制度の拡充は，表９に示したふるさと納税制度の住民税における寄附金限度額が

それまで１割だったものを，表に示したように２割に引き上げたものだ。これにより自己

負担２,０００円で寄附が可能な金額が２倍になったわけだ。

表からは，認定 NPO 法人に対する寄附よりもふるさと納税での寄附の方が税制上の優

遇度合いが大きいことがわかる。さぽーとほっと基金では，札幌市を経由することで認定 

NPO 法人は，より有利な形で資金を集めることができるわけだ。さらに町内会などの市

民団体への寄附については，既存の寄附金税制の対象外だったものを，札幌市を経由する

ことで，ふるさと納税による税制上の優遇措置を利用できるようにしているわけだ�。
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表９　ふるさと納税制度と認定 NPO 法人等への寄付金税制の違い

寄附金額－２,０００円＝寄附金控除額

寄附金限度額は所得の４０％

所得控除

方式

国税認定 NPO 

法人等への

寄付 （寄附金額－２,０００円）×４０％＝寄附金特別控除額

寄附金限度額は所得の４０％

税額控除

方式

都道府県　　（寄附金額－２,０００円）×４％＝寄附金税額控除

市町村　　　（寄附金額－２,０００円）×６％＝寄附金税額控除

　　　　　　寄附金限度額は所得の３０％

地方税

税額控除

方式

所得税（国税）

（寄附金額－２,０００円）＝寄附金控除額

寄附金限度額は所得の４０％

住民税（地方税）

・基本控除＝（寄附金額－２,０００円）×１０％

・特例控除＝（寄附金額－２,０００円）×（９０％－所得税の限界税率）

寄附金限度額は所得の２割

ふるさと納税

�　税制上の優遇措置を適用するに値するかどうかについては，有識者等から構成される審査会を

設けることで，札幌市が認定していることになる。



�　円山動物園について

札幌市内で寄附金を集めている事例として，円山動物園の例を示す。円山動物園は，札

幌市営の動物園である。図４は，円山動物園の入園者数の推移を描いたものだ。この図に

よると入園者数は，２００５年の５０万人から２０１５年に９０万人にまで増加している。円山動物園

は，旭川動物園のように全国区の人気を持つ動物園ではないものの，市民に愛されてきた

動物園である。それは，寄附金税制の対象とはならない小口の寄付が多数集まっているこ

とからもわかる。円山動物園の入園ゲート前には，「さっぽろ円山動物園サポートクラブ」

の案内の看板が設置されており，入場券売り場で１口５００円で会員となることができる。

サポートクラブの会員証の特典としては，メールマガジンでの情報提供と，指定日に提示

することで景品が提供されることだ�。有効期間は，１
　

 年間となっている。入園ゲート前

の案内看板には，この寄附は動物のえさ代等に使われること，税制上の優遇措置は適用さ

れないことが明記されている。このサポートクラブは，２０１５年５月１日にスタートしたも

のだが，２０１６年５月１日時点で９９８,５００円の寄附を集めている。なお，表４で示した円山動

物園の運営に対する寄附は，サポートクラブとは違い，ふるさと納税を通じた寄附であり，
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出所： 円山動物園ホームページ（http://www.city.sapporo.jp/zoo/２７nenndonyuensyasu.html 

閲覧日：２０１６年８月３０日）より作成。

図４　円山動物園の入園者数の推移

�　この特典内容は，市外からの観光客にとっては魅力的なものとは言えない。



税制上の優遇措置が適用されることになる。

表１０は，円山動物園の歳入内訳の推移をまとめたものだ。まず，歳入に占める比率をみ

ると，入園料が半分以上を占めていることがわかる。次に多いのは駐車場収入である。さ

らに，売店，寄附金，動物園収入等が続いている�。寄附金が歳入に占める比率は，２００７

年度の２.９２％から２０１５年度の５.４５％へと増加傾向が見られることがわかる。

�　札幌市による返礼品提供開始について

札幌市では，これまで返礼品なしでふるさと納税制度を運営してきた。しかし，札幌市

では２０１６年６月１６日から返礼品の送付を開始している。札幌市によると，この方針転換は，

担当課の判断で返礼品の送付について検討し，市長に相談の結果，札幌市の PR につなが

ることを条件としておこなわれたものだ。札幌市では，返礼品の送付に際して，札幌市と

同様に大都市での事例として千葉市の事例を参考に制度を構築したとのことである。千葉

市のふるさと納税の特徴は，バックヤード見学など現地での体験型を重視した内容となっ

ていることだ。

札幌市の返礼品は具体的には次のようなものである。まず，札幌市民のみを対象とした
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�　札幌市によると，動物園収入等には，売店から徴収した光熱水費がほとんどを占めているとの

ことだ。

表１０　円山動物園の歳入内訳の推移 （単位：万円）

２０１５年度２０１４年度２０１３年度２０１２年度２０１１年度２０１０年度２００９年度２００８年度２００７年度区　　　分

３１,６７２２７,０１３３０,０４６２３,５０２２４,５００２５,７４０３４,６５４２３,８０５２０,５３９
運　　　営　　　費

経　
　

常　
　

費

７４.０５％６９.８２％７０.２０％６９.４４％７０.１８％７０.６６％７４.１４％７０.７９％７０.５３％

２７,３７１２２,９１３２５,２１４１９,２３４２１,３８９２１,４２５２７,４４９１９,１２６１６,７０３
入　　園　　料

６３.９９％５９.２２％５８.９１％５６.８３％６１.２７％５８.８２％５８.７２％５６.８８％５７.３５％

９７７９６１１,０７７１,１１３１,０９５１,８７３２,５２７２,６５９２,１３８
売　　　　　店

２.２８％２.４８％２.５２％３.２９％３.１４％５.１４％５.４１％７.９１％７.３４％

６３６３６３６３６３６３６３６３６３
道　支　出　金

０.１５％０.１６％０.１５％０.１９％０.１８％０.１７％０.１３％０.１９％０.２２％

２,３３２１,１８８２,８６９２,１７１１,２８８１,５９３３,５７２１,０４３８５１
寄　　附　　金

５.４５％３.０７％６.７０％６.４１％３.６９％４.３７％７.６４％３.１０％２.９２％

２９４１４３１９６２５７８０１９０１７５２２１２００
広　　告　　料

０.６９％０.３７％０.４６％０.７６％０.２３％０.５２％０.３７％０.６６％０.６９％

１２１３１２１１１２１１１２１２８
保　　険　　料

０.０３％０.０３％０.０３％０.０３％０.０３％０.０３％０.０３％０.０４％０.０３％

５５５５５５５６６
職　員　住　宅

０.０１％０.０１％０.０１％０.０１％０.０１％０.０１％０.０１％０.０２％０.０２％

６２０７２８６１０６４９５６８５７９８５１６７５５７０
動 物 園 収 入 等

１.４５％１.８８％１.４３％１.９２％１.６３％１.５９％１.８２％２.０１％１.９６％

―１,０００―――――――
基 金 繰 入 金

―２.５８％―――――――

１１,１００１１,６７６１２,７５２１０,３４２１０,４１１１０,６８７１２,０９０９,８２２８,５８３円山公園駐車場収入
（繰越金を除く） ２６％３０％３０％３１％３０％２９％２６％２９％２９％

４２,７７２３８,６９０４２,７９８３３,８４４３４,９１１３６,４２７４６,７４５３３,６２８２９,１２３
歳　　　入　　　計

１００.０％１００.０％１００.０％１００.０％１００.０％１００.０％１００.０％１００.０％１００.０％

出所：札幌市資料より作成。（２０１５年度は予算額である。）



メニューとして，１
　

 万円以上を寄附すると先着１００名にサッポロスマイルグッズ・詰め合

わせを提供している。これは札幌をイメージしたロゴの入っている缶バッチ，絵はがき等

の詰め合わせであり，札幌市の広報予算を活用しているとのことだ。２０１６年７月時点では

この返礼品の希望者は３名だけとのことである。札幌市外からの１万円以上の寄附に対し

ては，さっぽろスイーツ特選ギフトセットを送付している。これはさっぽろスイーツコン

ペティションにおいて，グランプリを受賞した作品である。市外からの寄附に限定するこ

とで，札幌市の特産品を PR することを意識したメニューである。こちらは先着２００名と

しているが，現在の申込者は３０名ほどとのことである。なお，送料は市が負担しているそ

うだ。市内，市外を問わず選択できる返礼品は藻岩山プレミアム体験である。内容は，夜

景で有名な札幌市内の藻岩山の山頂レストランとロープウェイ乗車券のセットであり，２

万円以上の寄附を対象としている。先着５０組に対して，現在１８件の申し込みがあったとの

ことである。道外からの５万円以上の寄附に限定したメニューが定山渓プレミアム体験で

ある。このメニューは，乗馬体験，ラフティング体験など各種体験と札幌市郊外にある定

山渓温泉での宿泊をセットにしたもので，道外からの観光客の呼び込みを意識したものだ。

こちらは先着５０組を対象としているなかで現在，１０件の申し込みがあるそうだ。札幌市の

メニューになかで一番人気があるものが，札幌サポーターズクラブの会員カードの送付で

ある。こちらのメニューも道外からの１万円以上の寄附のみを対象としている。会員カー

ドを提示すると札幌市内の有料の公共施設（円山動物園，時計台など）を無料で入場する

ことができる。このメニューは先着１００名に対してすでに４０件の申し込みがあるそうだ。

札幌市が開始した返礼品の提供は，開始して１か月とはいえ，それほど多くはない。市内

には全国的に有名なお土産品があるものの，返礼品の対象とはしていないことなどが申し

込み件数の少なさの原因となっていると思われる。

なお，札幌市では，インターネットによる返礼品の申し込みとクレジット決済に「ふる

さとチョイス」の基本プランとヤフー公金支払いを利用している。ふるさとチョイスの基

本プランは月額３７５０円の定額であり，ヤフー公金支払いは初期費用３万円，月額１５００円，

手数料が１％となっており，返礼品送付の間接経費もそれほど高くはない。

第４節　ま　　と　　め

この節では，本稿で得られた結果をまとめることでむすびとしよう。

第１に，２０１４年度までは札幌市は返礼品を送付することなく，市民からの多額の寄付を
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集めてきた。これには，さぽーとほっと基金という，市民団体への寄附を札幌市を経由し

ておこなうというユニークな仕組みが果たしてきた役割が大きい。

第２に，円山動物園に対する寄附が多いことから，支出目的を明確化すれば市民からの

寄附が期待できることがわかった。

第３に，今年度から開始した返礼品の送付では，メニューごとに対象を市民，市民を除

く道内居住者，道外居住者に細分化し，札幌市の PR に役立てようという工夫が行われて

いるものの，他の市町村が高い還元率と多彩な返礼品メニューを提供することで，返礼品

目当ての寄附を集めている現状では，札幌市の試みは埋没しているといわざるをえない。

札幌市が２０１６年度から返礼品を送付するようになった背景には，近年返礼品競争が過熱

化し，札幌市においても札幌市民による市外への寄附に伴う，住民税の減収が無視し得な

い規模となってきたことが挙げられる�。２０１５年度からのふるさと納税制度の拡充と返礼

品競争の過熱は，札幌市のように返礼品にたよらず寄附を集めてきた自治体の努力を無駄

にするものとも言える。土居（２０１４）や橋本・鈴木（２０１６）が主張しているような寄附金

税制の見直しなどのふるさと納税制度の改善策が必要となろう。
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�　担当課の話では，総務省が発表した２０１５年度のふるさと納税の収支状況が，マイナス７億３５６

万円にも達していたことは衝撃的であったそうだ。なお，橋本・鈴木（２０１６）は，２０１３年度時点

では札幌市はふるさと納税による受入がふるさと納税による実質的な減収分を上回る状況であっ

たとしている。なお，橋本・鈴木（２０１６）はふるさと納税による減収分が次年度の交付税に反映

されることも考慮した収支を試算している。


